
第
五
十
八
回

雲
の
妹
ま
た
は
姉
で
、
両
氏
は
親
戚
で
も
あ
っ
た
。
そ
の

北
条
氏
は
武
田
氏
と
対
立
し
て
い
た
た
め
、
今
川
と
武
田

の
同
盟
締
結
に
怒
っ
た
の
だ
。
一
時
は
戦
火
も
交
え
た
。

だ
が
義
元
は
時
間
を
か
け
て
北
条
氏
と
の
関
係
修
復
に
こ

ぎ
つ
け
、
武
田
・
北
条
・
今
川
の
「
甲こ

う

相そ
う

駿す
ん

三
国
同
盟
」

を
締
結
す
る
に
至
る
（
一
五
五
四
年
）。

こ
の
よ
う
に
北
の
武
田
氏
・
東
の
北
条
氏
と
い
う
強
大

な
相
手
と
時
に
は
戦
い
つ
つ
外
交
で
成
果
を
上
げ
た
わ
け

だ
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
西
に
接
す
る
三
河
へ
の
浸
透
も

図
っ
た
。
当
時
の
三
河
は
国
人
が
割
拠
し
て
い
た
が
、
そ

の
う
ち
で
有
力
だ
っ
た
岡
崎
城
主
・
松
平
広
忠
を
今
川
に

帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
広
忠
の
嫡
男
・
竹
千
代

（
後
の
徳
川
家
康
）
を
人
質
と
し
て
駿
府
（
現
在
の
静
岡

市
）
に
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
河
へ
の
勢
力
拡
大
を
狙
っ
て
い
た
尾
張

の
織
田
信
秀
（
信
長
の
父
）
に
、
竹
千
代
を
奪
わ
れ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
今
川
軍
は
三
河
の
織
田
方
の
城
を
攻
め

て
、
信
長
の
異
母
兄
・
信
広
を
捕
ら
え
、
竹
千
代
と
信
広

の
人
質
交
換
を
実
現
し
た
。
竹
千
代
は
以
後
十
年
以
上
に

に
家
督
継
承
権
が
回
っ
て
き
て
還
俗
し
た
（
義
元
の
名
は

こ
の
時
に
名
乗
っ
た
も
の
）。

こ
れ
に
対
し
一
部
の
有
力
家
臣
が
、
や
は
り
僧
と
な
っ

て
い
た
義
元
の
異
母
兄
を
擁
立
し
て
反
旗
を
翻
し
内
乱
と

な
っ
た
（
花
倉
の
乱
）。
だ
が
義
元
は
勝
利
し
、
家
督
相

続
を
果
た
す
（
一
五
三
六
年
）。「
軟
弱
」
ど
こ
ろ
か
、
自

ら
の
力
で
当
主
の
座
を
勝
ち
取
っ
た
の
で
あ
る
。

駿
河
・
遠
江
の
支
配
体
制
を
確
立
し
た
若
き
戦
国
大
名

は
、
外
交
・
軍
事
・
内
政
の
各
分
野
で
さ
っ
そ
く
実
力
を

発
揮
し
て
い
く
。

翌
年
、
隣
国
・
甲
斐
の
武
田
氏
と
同
盟
を
結
び
、
武
田

信
虎
（
信
玄
の
父
）
の
娘
を
自
分
の
正
室
に
迎
え
る
。
そ

の
後
、
武
田
家
で
は
信
玄
が
父
・
信
虎
を
駿
河
に
追
放
し

家
督
を
継
ぐ
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
義
元
は
、
信
虎

を
丁
重
に
引
き
取
る
と
同
時
に
、
信
玄
と
も
同
盟
関
係
を

継
続
す
る
と
い
う
外
交
手
腕
を
見
せ
て
い
る
。

そ
の
代
わ
り
、
盟
友
だ
っ
た
関
東
の
北
条
氏
と
は
関
係

が
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
。
義
元
の
父
・
氏
親
の
母
親
（
つ

ま
り
義
元
の
祖
母
）
は
関
東
北
条
氏
の
創
始
者
・
北
条
早

今
川
義
元
と
言
え
ば
、
桶
狭
間
の
戦
い
で
織
田
信
長
に

討
ち
取
ら
れ
た
武
将
と
し
て
有
名
だ
。
時
代
劇
で
は
、
義

元
が
薄
化
粧
と
お
歯
黒
を
し
て
輿
に
乗
っ
て
い
る
姿
や
信

長
軍
に
襲
撃
さ
れ
て
慌
て
ふ
た
め
く
様
子
が
描
か
れ
、

「
軟
弱
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
だ
が
本
当
に
そ

う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
力
で
勝
ち
取
っ
た
今
川
氏
当
主
の
座

積
極
外
交
で
、
武
田
・
北
条
と
同
盟

義
元
は
一
五
一
九
年
、
今
川
氏
の
当
主
・
氏う

じ

親ち
か

の
五
男

（
三
男
、
四
男
説
も
）
と
し
て
生
ま
れ
た
。
今
川
氏
は
足

利
将
軍
家
の
一
門
で
、
駿
河
や
遠
江
の
守
護
を
代
々
つ
と

め
る
名
門
の
家
柄
だ
。
そ
れ
ゆ
え
家
督
争
い
を
避
け
る
た

め
か
、
嫡
男
な
ど
後
継
候
補
以
外
の
男
子
は
出
家
さ
せ
る

こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
義
元
も
四
歳
ま
た
は
五
歳

で
仏
門
に
入
れ
ら
れ
た
。

そ
の
数
年
後
に
父
・
氏
親
が
亡
く
な
り
、
長
兄
の
氏う

じ

輝て
る

が
家
督
を
継
い
だ
が
、
そ
の
氏
輝
も
二
十
四
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
十
八
歳
に
な
っ
て
い
た
義
元

岡
田
晃

大
阪
経
済
大
学
特
命
教
授
・

経
済
評
論
家

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営

軟
弱
イ
メ
ー
ジ
の
今い

ま

川が
わ

義
川
義
川

よ
し

元も
と

〜
実
は
優
れ
た
戦
国
大
名
だ
っ
た
！
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岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）

一
九
七
一
年
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
）」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ｎ
Ｙ
支

局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
二
〇
〇
六
年

か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
、
同
特
別
招
聘
教
授
を
経
て
特
命
教
授
。

新
刊
『
経
済
で
読
み
解
く
昭
和
史
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）。

続
け
た
。
前
述
の
花
倉
の
乱
で
は
戦
い
の
先
頭
に
立
っ
て

義
元
の
家
督
相
続
に
尽
力
し
た
の
を
は
じ
め
、
武
田
と
の

関
係
改
善
や
甲
相
駿
三
国
同
盟
の
締
結
を
主
導
、
三
河
攻

め
で
も
義
元
の
名
代
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
。
こ
の

時
に
今
川
氏
の
人
質
と
な
っ
た
竹
千
代
の
養
育
に
も
力
を

尽
く
し
影
響
を
与
え
た
。
後
に
家
康
が
天
下
統
一
を
果
た

す
礎
を
作
っ
た
と
さ
え
い
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

雪
斎
は
内
政
面
で
も
功
績
を
残
し
て
い
る
。
義
元
は

父
・
氏
親
が
制
定
し
た
分
国
法
「
今
川
仮
名
目
録
」（
三
十

三
カ
条
）
の
追
加
二
十
一
カ
条
を
制
定
し
、
時
代
の
変
化

に
合
わ
せ
領
内
統
治
や
軍
役
、
訴
訟
な
ど
に
つ
い
て
規
定

を
改
定
し
た
。
今
で
言
え
ば
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
雪
斎
は
こ
れ
に
も
貢
献
し
た
。

本
欄
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
優
れ
た
補
佐
役
の
重
要
性
を

た
び
た
び
指
摘
し
て
き
た
が
、
ま
さ
に
雪
斎
は
そ
の
代
表

例
だ
。
そ
の
よ
う
な
雪
斎
を
信
頼
し
て
重
用
し
た
義
元
も

ま
た
優
れ
た
ト
ッ
プ
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
一
五
六
○
年
、
桶
狭
間
で
無
残
な
討
死
を
遂
げ

る
。
享
年
四
十
二
。
信
長
を
見
く
び
っ
た
せ
い
か
、
油
断

し
た
た
め
か
。
雪
斎
は
こ
の
五
年
前
に
す
で
に
亡
く
な
っ

て
い
た
。
こ
の
時
も
し
雪
斎
が
健
在
だ
っ
た
な
ら
、
敗
戦

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
想
像
し
て
し
ま
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
後
に
は
結
果
を
残
す
こ
と
が
何
よ

り
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
も
歴
史
の
教
訓
で
あ
る
。

海
外
か
ら
灰
吹
き
法
と
い
う
新
し
い
産
金
技
術
が
日
本
に

伝
わ
っ
て
き
た
。
灰
吹
き
法
は
金
や
銀
を
鉱
石
か
ら
鉛
に

溶
け
込
ま
せ
た
う
え
で
鉛
を
酸
化
さ
せ
て
金
や
銀
を
取
り

出
す
技
術
で
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
だ
っ
た
。

義
元
は
こ
の
技
術
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
既
存
の
金
山

を
は
じ
め
、
新
た
に
開
発
し
た
富
士
金
山
（
富
士
山
麓
西

方
の
駿
河
側
）
で
金
の
生
産
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
た
。

最
先
端
技
術
導
入
と
技
術
革
新
に
よ
っ
て
生
産
性
を
一
気

に
向
上
さ
せ
た
の
だ
。

ま
た
領
内
を
通
る
東
海
道
は
以
前
か
ら
物
資
の
運
搬
が

盛
ん
だ
っ
た
が
、
特
に
甲
相
駿
三
国
同
盟
が
締
結
さ
れ
て

か
ら
一
段
と
活
発
化
し
た
。
義
元
は
特
産
品
の
京
都
へ
の

輸
出
な
ど
交
易
を
奨
励
し
、
街
道
の
一
定
間
隔
ご
と
に
馬

と
人
員
を
配
置
す
る
伝
馬
制
を
整
備
し
た
。

今
川
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
駿
府
で
は
、
商
人
た
ち
に
諸

役
免
除
の
特
権
を
与
え
る
な
ど
保
護
し
た
。
駿
府
は
大
い

に
栄
え
、
東
日
本
最
大
級
の
大
都
市
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
①
金
山
の
存
在
や
東
海
道
な
ど
、

自
前
の
資
源
や
地
政
学
的
優
位
性
を
最
大
限
に
活
か
す
②

商
品
経
済
の
発
達
と
い
う
時
代
の
変
化
を
取
り
込
む
③
新

技
術
導
入
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―
―
な
ど
。
こ
れ
に

よ
り
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
成
長
戦
略
の
推
進
を
図
り
、

業
績
を
伸
ば
し
た
わ
け
だ
。

義
元
を
支
え
た
太た

い

原げ
ん

雪せ
っ

斎さ
い

優
れ
た
補
佐
役
は
経
営
安
定
の
要
諦

も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
が
義
元
の
補
佐
役
で
あ
り
ブ

レ
ー
ン
だ
っ
た
太
原
雪
斎
の
存
在
だ
。
雪
斎
は
、
義
元
が

仏
門
に
入
っ
た
幼
い
頃
か
ら
学
問
や
教
養
な
ど
の
養
育
係

を
務
め
た
禅
僧
で
、
以
後
、
生
涯
に
わ
た
り
義
元
を
支
え

わ
た
り
駿
府
で
人
質
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
三
河
で
の
一
連
の
戦
で
今
川
軍
は
織
田
を
し
の
ぐ

強
さ
を
見
せ
、
つ
い
に
三
河
全
域
を
ほ
ぼ
手
中
に
収
め
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

金
山
開
発
と
新
技
術
導
入
〜

経
営
基
盤
強
化
と
成
長
戦
略
を
推
進

義
元
は
こ
の
間
、
内
政
で
も
手
腕
を
見
せ
て
い
た
。
ま

ず
花
倉
の
乱
に
勝
利
し
家
督
を
継
い
だ
そ
の
年
の
う
ち

に
、
早
く
も
検
地
を
開
始
し
た
。
領
内
の
隅
々
に
ま
で
支

配
権
を
確
立
さ
せ
る
と
同
時
に
、
年
貢
収
入
増
加
と
財
政

基
盤
強
化
を
図
る
狙
い
だ
。

年
貢
収
入
以
外
の
財
源
確
保
も
重
要
だ
っ
た
。
そ
の
重

要
な
柱
と
な
っ
た
の
が
金
山
開
発
だ
。
駿
河
で
は
氏
親
・

氏
輝
の
時
代
か
ら
大
井
川
上
流
な
ど
で
砂
金
採
取
に
よ
る

金
の
生
産
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
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